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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】令和4年1月4日(2022.1.4)
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【手続補正書】
【提出日】令和3年11月11日(2021.11.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６７】
（参考文献）
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【化１２】

　本件出願は、以下の態様の発明を提供する。
（態様１）
　（CDR）
（化１）
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又はいずれかのCDR（すなわち、配列番号：1又は2）と少なくとも88%の同一性を共有して
いるCDRを含む、又はこれらからなる少なくとも1つの相補性決定領域を特徴とする、腫瘍
特異的T細胞受容体（TCR）又はその断片。
（態様２）
　前記CDRの両方を含む、態様1記載の腫瘍特異的T細胞受容体（TCR）。
（態様３）
　以下の相補性決定領域：
（化２）

の任意の組合わせを含む1以上を含む、又はこれらからなる、態様1又は2記載の腫瘍特異
的T細胞受容体（TCR）。
（態様４）
（化３）

を含む、若しくはこれからなるγ鎖、又はそれと少なくとも88%の同一性を共有するγ鎖
である、態様1～3のいずれか1項記載の腫瘍特異的T細胞受容体（TCR）。
（態様５）
（化４）

を含む、若しくはこれからなるδ鎖、又はそれと少なくとも88%の同一性を共有するδ鎖
である、態様1～3のいずれか1項記載の腫瘍特異的T細胞受容体（TCR）。
（態様６）
　前記TCRの前記CDRが、さらに、又は代わりに、
（化５）
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であるγ鎖配列；並びに/又は
（化６）

であるδ鎖配列；又は該γ鎖配列若しくは該δ鎖配列と少なくとも88%の同一性を共有す
るCDRを含む、又はこれらからなる、態様1～5のいずれか1項記載の腫瘍特異的T細胞受容
体（TCR）。
（態様７）
　可溶性である、態様1～6のいずれか1項記載の腫瘍特異的T細胞受容体（TCR）。
（態様８）
　態様1～7のいずれか1項記載のTCRを発現するT細胞。
（態様９）
　態様1～7のいずれか1項記載のTCRを発現するT細胞クローン。
（態様１０）
　SW.3G1クローンである、態様9記載のT細胞クローン。
（態様１１）
　態様1～7のいずれか1項記載のTCRをコードするベクター。
（態様１２）
　態様1～7のいずれか1項記載のTCRを含む医薬組成物若しくは免疫原性物質若しくは二重
特異性若しくはワクチン、又は態様8記載の細胞、又は態様9若しくは10記載のクローン、
又は態様11記載のベクター。 
（態様１３）
　癌の治療における使用のための、態様1～7のいずれか1項記載のTCR、又は態様8記載の
細胞、又は態様9若しくは10記載のクローン、又は態様11記載のベクター、又は態様12記
載の医薬組成物若しくは免疫原性物質若しくは二重特異性若しくはワクチン。
（態様１４）
　前記癌が、結腸直腸癌、肺癌、腎癌、前立腺癌、膀胱癌、子宮頚癌、黒色腫（皮膚）、
骨癌、乳癌、血液癌、脳癌、膵癌、精巣癌、卵巣癌、頭頚部癌、肝癌、膀胱癌、甲状腺癌
、及び子宮癌を含む、又はこれらからなる群から選択される、態様13記載のTCR、細胞、
クローン、ベクター、又は医薬組成物若しくは免疫原性物質若しくは二重特異性若しくは
ワクチン。
（態様１５）
　癌を治療する方法であって、態様1～7のいずれか1項記載のTCR、又は態様8記載の細胞
、又は態様9若しくは10記載のクローン、又は態様11記載のベクター、又は態様12記載の
医薬組成物若しくは免疫原性物質若しくは二重特異性若しくはワクチンを、治療すべき個
体に投与することを含む、前記方法。
（態様１６）
　前記癌が、結腸直腸癌、肺癌、腎癌、前立腺癌、膀胱癌、子宮頚癌、黒色腫（皮膚）、
骨癌、乳癌、血液癌、脳癌、膵癌、精巣癌、卵巣癌、頭頚部癌、肝癌、膀胱癌、甲状腺癌
、及び子宮癌を含む、又はこれらからなる群から選択される、態様15記載の方法。
（態様１７）
　前記TCR、細胞、クローン、ベクター、医薬組成物、免疫原性物質、二重特異性、又は
ワクチンを、抗腫瘍剤と組み合わせて投与する、態様15又は16記載の方法。
（態様１８）
　癌の治療のための医薬の製造における、態様1～7のいずれか1項記載のTCR、又は態様8
記載の細胞、又は態様9若しくは10記載のクローン、又は態様11記載のベクターの使用。
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（態様１９）
　a) 態様1～7のいずれか1項記載のTCR、又は態様8記載の細胞、又は態様9若しくは10記
載のクローン、又は態様11記載のベクター、又は態様12記載の医薬組成物若しくは免疫原
性物質若しくは二重特異性若しくはワクチンを；
　b) さらなる癌治療剤と組み合わせて含む、癌の治療のための組合わせ治療薬。
（態様２０）
　図9に示す少なくとも1つのSCNNA1遺伝子産物のアイソフォームと結合する、TCR又はポ
リペプチド又は二重特異性又は抗体又は該抗体の断片。
（態様２１）
　前記アイソフォームの細胞外ドメインと結合する、態様20記載のTCR又はポリペプチド
又は二重特異性又は抗体又は該抗体の断片。
（態様２２）
　前記抗体がモノクローナルである、態様20又は21記載のTCR又はポリペプチド又は二重
特異性又は抗体又は該抗体の断片。
（態様２３）
　態様1～7のいずれか1項記載のTCRと結合する、図9に示す少なくとも1つのSCNNA1遺伝子
産物のアイソフォーム又はその断片。
（態様２４）
　実質的に本明細書及び特許請求の範囲に記載されている、TCR、細胞、クローン、ベク
ター、医薬組成物、免疫原性物質、二重特異性、若しくはワクチン、又はポリペプチド、
若しくは抗体、若しくは該抗体の断片。
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